
　
認
知
症
と
は
、脳
の
病
気
や
障
害
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
で
き
て

い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
症
状
は
、適
切
な
治
療
や
関
わ
り

方
で
症
状
が
改
善
し
た
り
、進
行
を
遅
ら
せ
た

り
で
き
る
こ
と
も
あ
る
一
方
、認
知
症
の
方
を

支
え
る
ご
家
族
な
ど
に
は
大
き
な
負
担
が
か

か
り
ま
す
。

　
認
知
症
は
高
齢
者
に
限
ら
ず
、誰
で
も
発
症

す
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　
ご
本
人
や
ご
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い

た
め
に
、認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

支
え
合
え
る
地
域
で
あ
れ
ば
、安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
市
で
は
、認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、認
知
症

の
方
や
そ
の
ご
家
族
を
温
か
く
見
守
る
サ
ポ
ー

タ
ー（
応
援
者
）に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
認
知
症
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
ら
れ
、接
客
時
の
対
応
の
参
考

に
な
っ
た
」「
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
生
活
を
で
き

る
だ
け
長
く
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
た
い
」な
ど
、非
常
に
有
意
義
な
受
講
に

な
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
養
成
講
座
は
、認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
で
開
催

し
て
お
り
、無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、ご
希
望
の
日
時
・
場
所
へ
講
師
を
派

遣
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
ご
希
望
日
の
約
１

カ
月
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

家
族
介
護
者
の
会「
よ
い
や
ん
せ
」

　
認
知
症
の
方
や
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

方
々
が
、日
頃
の
思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
語
り

合
う
場
所
で
す
。介
護
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど

も
し
て
お
り
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
よ
い
や
ん
せ
へ
の
参
加
を
通
し
て
、「
苦
労
し

て
い
る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
分
か
っ

た
」、「
気
持
ち
を
発
散
で
き
て
前
向
き
に
な
れ

た
」な
ど
、同
じ
境
遇
の
方
々
と
の
交
流
を
通

し
、悩
み
を
共
有
し
た
り
、不
安
を
和
ら
げ
ら
れ

た
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
相
談
役
と
し
て
介
護
経
験
者
も
参
加
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
／
毎
月
第
２
木
曜
日
　
10
時
～
14
時

所
／
総
合
福
祉
会
館（
永
利
町
）

認
知
症
相
談
会

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、専
門

知
識
を
持
つ「
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
」に
よ

る
個
別
相
談
会
を
各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
会
の
日
程
は
随
時
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

※�

よ
い
や
ん
せ
、認
知
症
相
談
会
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。日
時
・
場
所
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
高
齢
・

介
護
福
祉
課
包
括
支
援
Ｇ

（
内
線
２
６
７
７
）

南九州ファミリーマートの
方々の養成講座受講の様子

家族介護者の会　「よいやんせ」

　
９
月
18
日
～
24
日
は
、「
認
知
症
を
理
解

し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」で
す
。

　
県
で
は
、認
知
症
の
正
し
い
理
解
の
さ

ら
な
る
普
及
・啓
発
な
ど
を
目
的
に
、世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
あ
る
９
月
21
日

を
含
む
１
週
間
を
県
民
週
間
と
し
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
も
認
知
症
を
知
る「
は
じ
め
の

一
歩
」と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、誰
で
も
な
り
う
る「
認
知
症
」。本
人
や
家
族
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・ご
協
力
が
必
要
で
す
。

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い 

〜
み
ん
な
で
支
え
る
認
知
症
〜

認知症サポーターキャラバン
キャラクター「ロバ隊長」
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国
の
改
正
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
の
医
療

機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負

担
割
合
が
、
こ
れ
ま
で
の「
１
割
」と「
３
割
」に

今
回「
２
割
」が
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
現
役
並
み
所
得（
３
割
負
担
）

の
方
を
除
き
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２
割
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

※�

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
１
割
負
担
と
な

り
ま
す
。

　
窓
口
負
担
の
割
合
は
、
75
歳
以
上
の
方
の
令

和
３
年
中
の
課
税
所
得
や
年
金
収
入
を
も
と
に
、

世
帯
ご
と
に
判
定
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は（
表
１
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
10
月
以
降
の
保
険
証
は
、
９
月
中
に
全
て
の

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を

お
送
り
し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
に
は
、
10
月
以
降
の
窓
口
負

担
の
割
合
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必

ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
２
割
負
担
と
な
る
方
に
は
、
３
年
間（
10
月

１
日
〜
令
和
７
年
９
月
30
日
ま
で
）、
１
カ
月

の
外
来
医
療
の
窓
口
負
担
増
加
額
を
３
０
０
０

円
ま
で
に
抑
え
る
配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す
。（
表

２
。
入
院
時
の
医
療
費
は
対
象
外
）

　

　
こ
の
配
慮
措
置
に
よ
り
、
同
じ
医
療
機
関
で

の
受
診
は
、
上
限
額
以
上
を
窓
口
で
払
う
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
、
上
限

額
以
上
の
医
療
費
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
負

担
増
額
３
０
０
０
円
を
超
え
る
分
は
、
差
額
が

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

※�
配
慮
措
置
の
適
用
で
払
い
戻
し
と
な

る
方
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
、
事

前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
高
額
療
養
費

の
口
座
へ
後
日
払
い
戻
し
ま
す
。

　�

　
な
お
、
２
割
負
担
と
な
る
方
で
、

高
額
療
養
費
の
口
座
が
登
録
さ
れ
て

い
な
い
方
に
は
、
９
月
末
頃
に
、
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申

請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

０
９
９（
２
０
６
）１
３
２
９

※�

制
度
改
正
の
見
直
し
の
背
景
な
ど
に

関
す
る
ご
質
問
は
、
厚
生
労
働
省

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０（
０
０
２
）７
１
９

　
受
付
は
月
～
土
曜
日
の
９
時
～
18
時

　（
日
曜
日
・
祝
日
は
休
業
）

窓
口
負
担
の
判
定
は
？

10
月
以
降
の
保
険
証
に
つ
い
て

 

２
割
負
担
の
方
に
は
、

３
年
間
の
配
慮
措
置
が
あ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

10月１日
    からの

ご確認ください!

問
合
先
／
本
庁
保
険
年
金
課

高
齢
者
医
療
Ｇ（
内
線
２
８

３
１
～
２
８
３
３
）

( 表２)　配慮措置が適用される場合の計算方法
例：1 カ月の外来医療費が 50,000 円の場合
窓口負担割合が１割のとき　① 5,000 円
窓口負担割合が２割のとき　② 10,000 円
負担増　③　（②－①） 5,000 円
窓口負担額の上限　④ 3,000 円
払い戻しなど　（③－④） 2,000 円

配慮措置
１カ月  5,000 円の負担増を 3,000 円までに
抑えます。

( 表１)　 窓口負担割合が２割となる対象者の判定について

・ 「課税所得」とは住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除
や公的年金等控除等、所得控除（基礎控除や社会保険料控除等）等を差し引いた後の
金額）です。

・「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
・ 「現役並み所得者」とは課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方

です。
・ 「その他の合計所得金額」とは事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除

等を差し引いた後の金額のことです。

窓口負担割合２割の対象となるかどうかは
主に以下の流れで判定します
現役並み所得者に該当するか

世帯内に75歳以上の方が
２人以上いるか

世帯内75歳以上の方のうち
課税所得が28万円以上の方がいるか

「年金収入+その他の
合計所得金額」が
200万円以上か

「年金収入+その他の
合計所得金額」の

合計が320万円以上か

世帯全員が

3割
世帯全員が

1割
世帯全員が

1割
世帯全員が

２割1割 ２割

該当する

いない

200万円
未満

1人だけ 2人以上

いる

該当しない

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上


